


















ろ
と
な
っ

た
。

宗
瑞
は
、

家
督
を
子
の

氏
綱
に

ゆ
ず
っ

て

伊
豆
に

引
退
し
、

永
正
十
六
年
（
一

五
一

九
）
病
死
し
た
。

早
雲
は
そ
の

法

名
で

あ
る
。

小
田

原
北
条
氏

東
国
に

覇
を
制
す

伊
勢
宗
瑞
が

北
条
を
称
し
た
確
証
は
な
く
、

北
条
氏
と

改
め
た
の

は
、

氏
綱
の

代
で
、

大
永
三
、

四

年
（
一

五
二

三
〜
四

）
こ

ろ
の

こ

と
で

あ
る
。

鎌
倉
の

北
条
氏
に

因
っ

た
こ

と
は
疑
い

な

く
、

後
人
は
一

般
に

後
北

条
氏
と

よ
ぶ
が
、

こ

の

氏
自
身
は
後
北
条
と

称
し
た
こ

と
は
な
い
。

氏
綱
は

印
判
史
上
有
名
な
「
禄
寿
応
穏
」
の

印
文
に

臥
し
た
虎
を
画
い

た

虎
の

印
判
を
使
用
し
て

相
・

豆
の

民
政
に
つ

と
め
、

鎌

倉
・

小
田
原
近
辺
の

村
々

に
、

戦
国
大
名
と
し
て

は
は
じ
め
て

の

検
地
を
行
っ

た
。

大
永
四
年
、

氏
綱
は
、

扇
谷
上
杉
朝
興
と

戦
っ

て

江
戸
を
奪
い
、

家
臣
遠
山
直
景
を

城
代
に

お

き
、

小
机
城
（
横

浜
市
港
北
区
）
を
修
復
し
て

こ

こ

に

も
城
代
を
お
い

て
、

南
武
蔵

を
そ
の

版
図
に

加
え
た
。

こ

れ
を
み
た
上
杉
氏
の

臣
毛
呂
氏
・

岡

本
氏
も
氏
綱
に

内
応
し
、

こ

れ
に

応
じ
て

氏
綱
は
、

そ
の

前
線
を

中
部
武
蔵
に

す
す
め

た
。

こ

れ
に

対
し
河
越
城
を
本
拠
と

す
る

扇

谷
上
杉
氏
も
各
地
に

転
戦
し
、

安
房
の

里
見
氏
も
、

海
を
渡
っ

て

鎌
倉
に

侵
入
し
、

鶴
岡
八
幡
宮
も
兵
火
に

か
か
っ

て

焼
失
し
た
。

北条氏虎印「禄寿応穏」
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氏
綱
は
、

後
に

同
宮
の

再
建
に
つ

と
め

る
が
、

恐
ら
く
そ
の

勧
進
を
機
縁
に

京
都
に

も
み
と
め

ら
れ
、

左
京
大
夫
、

従
五
位
下
に

叙

せ
ら
れ
、

天
文
二

年
（
一

五
三
三

）
伊
豆
の

御
料
所
の

貢
租
催
促
の

た
め
、

勅
使
が
氏
綱
の

下
に

下
向
し
て

い

る
。

朝
廷
も
北
条
氏
が

相
豆
の

領
主
で

あ
る
こ

と
を
み
と
め

た
の

で

あ
る
。

こ

う
し
た
情
勢
に
、

河
越
城
の

扇
谷
上
杉
氏
は
、

領
域
の

奪
回
を
は
か

り
、

天
文
二

年
大
磯
・

平
塚
に

侵
入
し
て

放
火
し
、

天
文

四
年
に

は
、

氏
綱
が

駿
河
の

今
川
氏
輝
を
助
け
て

甲
斐
に

出
陣
の

す
き
に
、

再
度
上
杉
軍
は
大
磯
・

平
塚
・

一

宮
・

小
和
田
・

鵠
沼

に

侵
入
し
て
、

放
火
・

狼
籍
の

限
り
を
つ

く
し
た
。

氏
綱
は
、

武
蔵
・

安
房
・

上
総
等
、

領
国
化
し
て

い

な
い

地
域
の

武
士
た
ち
も

加
わ
っ

た
軍
を
率
い

て

上
杉
軍
を
追
撃
し
て
、

武
蔵
入
間
川
で

打
ち
破
っ

た
。

領
国
外
の

武
士
を
動
員
で

き
た
の

は
、

こ

れ
ら
の

地

方
で

も
、

主
家
両
上
杉
家
の

と
ど
ま
る
こ

と
の

な
い

動
員
に

離
反
し
て
、

氏
綱
に

心
を
よ
せ

る

者
が

あ
ら
わ
れ
て

い

た

か

ら

で

あ

る
。

天
文
六
年
（
一

五
三
七

）
四
月
に
、

扇
谷
上
杉
家
の

当
主
朝
興
が
、

本
拠
河
越
城
で

死
ん
だ
の

を
聞
い

た
相
模
の

百

姓
ら

は
、

「
こ

れ
で

当
国
も
安
泰
で

あ
ろ
う
と

喜
ん

だ
」
と
、

鶴
岡
八
幡
宮
社
僧
快
元
僧
都
は

記
し
と
ど
め
て

い

る
。

朝
興
の

あ
と
を
つ

い

だ

朝
定
も
氏
綱
に

対
立
の

態
度
を
と
っ

た
の

で
、

氏
綱
は
つ

い

に

河
越
城
を
攻
め

お
と
し
て

占
拠
し
た
。

朝
定
は
、

松
山
城
（
埼
玉
県

東
松
山
市
）
に

逃
れ
た
。

関
東
公
方
が

古
河
に

去
っ

て

以
来
、

管
領
扇
谷
上
杉
氏
の

本
拠
と

な
っ

た
河
越
城
は
氏
綱
の

手
に

入
り
、

北
条
氏
の

勢
力
範
囲
は
、

武
蔵
国
の

大
半
に

及
ん

だ
。

天
文
七
年
（
一

五
三
八

）
十
月
に
、

下
総
国
国
府
台
（
市
川
市
）
に

小
弓
御
所
足
利
義
明
、

安
房
の

里
見
尭
明
と

戦
っ

て
、

義
明
を

戦
死
さ
せ
た
。

翌
年
に

は
反
転
し
て

駿
河
今
川
氏
を
攻
め
て

富
士
川
以
東
を
そ
の

版
図
に

加
え
た
。

こ

う
し
て

氏
綱
は
、

そ
の

版
図
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を
西
に

東
に

拡
め

た
の

で
、

戦
の

場
は
、

相
模
か
ら
遠
ざ
か
っ

た
。

小
田
原
北
条

氏
の

民
政

二代北条氏綱 三代北条氏康 四代北条氏政
箱根町　早雲寺蔵

氏
綱
は
、

相
模
を
制
圧
す
る
と
、

民
心
安
定
の

た
め

神
社
の

復

興
に

つ

と
め

た
。

里
見
氏
に

焼
き
払
わ
れ
た
鶴
岡
八
幡
宮
の

再

興
に

は
と
く
に

苦
心
し
た
が
、

寒
川
神
社
・

箱
根
権
現
・

国
府
津
の

六
所
明
神
、

伊
豆
三
島
神
社
等
の

復
興
に

も
つ

と
め
た
。

ま
た

鎌
倉
本
覚
寺
・

明
月
院
・

東
慶

寺
・

覚
園
寺
、

足
柄
上
郡
大
井
宮
な
ど
の

所
領
の

課
役
を
免
除
し
、

境
内
の

竹
木

の

保
護
、

地
頭
ら
の

介
入
を
禁
止
す
る
な
ど
の

保
護
を
加
え
、

鎌
倉
に

は
重
臣
大

道
寺
氏
を

鎌
倉
代
官
と
し
て
、

こ

れ
ら
の

事
に

当
た
ら
せ
た
。

北
条
氏
三
代
氏
康
は
、

河
越
城
奪
回
を
は
か
る
上
杉
氏
を
撃
退
す
る
と
、

宗
瑞

が

着
手
し
た
検
地
を
す
す
め
、

天
文
十
一

年
（
一

五
四
二

）
に

は
、

相
模
中
央
部

（
平
塚
市
・

厚
木
市
・

茅
ケ
崎
市
・

藤
沢
市
・

津
久
井
郡
）
と

武
蔵
の

東
南
部
、

ま
た

翌
十
二

年
に

は
相
模
の

中
央
部
（
大
磯
町
・

平
塚
市
・

厚
木
市
・

伊
勢
原
市
・

海
老
名

市
・

清
川
村
）
と

武
蔵
の

南
部
（
川
崎
市
多
摩
区
・

東
京
都
町
田
市
・

横
浜
市
南
区
）
の

直
轄
領
・

給
人
領
・

寺
社
領
全
体
に

検
地
を
行
っ

た
。

検
地
に

よ
っ

て
、

検
地
帳

に

登
録
さ
れ
た

給
人
・

寺
社
・

百
姓
は
、

直
接
、

北
条
氏
に

把
握
さ
れ
る
と

同
時
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に
、

彼
ら
の

諸
権
利
は
北
条
氏
に

よ
っ

て

保
証
さ
れ
る
こ

と
に

な
る
。

大
名
の

領
国
支
配
の

台
帳
と
い

う
べ

き
も
の

で
、

豊
臣
秀
吉

の

全
国
検
地
（
大
閤
検
地

）
の

先
駆
を
な
す
も
の

と
評
価
さ
れ
て

い

る
。

天
文
十
九
年
（
一

五
五
〇

）
に

は
、

戦
場
に

駆
り
出
さ
れ
て

国
内
が

疲
弊
し
た
と
い

う
の

で
、

諸
々

の

公
事
を
や
め
て
、

代
わ
り
に

百
貫
文
の

地
か
ら
六
貫
文
の

役
銭
を
出
す
こ

と
に

改
め
、

別

に

田
畠
の

貫
高
の

四
㌫
を
懸
銭
と

す
る

新
税
目
を
設
け
た
。

こ

の

貫
高
制
は
、

鎌
倉
中
期
か

ら
始
ま
っ

た

荘
園
年
貢
の

代
銭
納
制
が

進
行
し
、

十
四
世
紀
段
銭
（
一

国
平
均
に

田
一

段
別
に
一

定
の

銭
を
徴
収
す
る

）
徴
収
が
く
り
返
さ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、

荘
園
制
で

は

米
で

表
示
し
て

い

た
年
貢
高
（
分
米

）
を
、

貫
高
（
分
銭

）
で

表
示
し
た
も
の

で

あ
る
。

小
田
原
北
条
氏
の

貫
高
は
、

田
一

段
当
た
り

五
百
文
、

畠
は
百
六
十
五
文
を
基
準
と
し
て

表
示
し
、

棟
別
銭
は
、

従
来
の

五
十
文
か
ら
三
十
五
文
に

減
額
さ
れ
た
。

こ

の

貫
高
制
は
、

大
名
に

は
軍
役
の

定
量
化
、

領
主
に

と
っ

て

は
一

定
年
貢
の

確
保
、

農
民
に

と
っ

て

は
、

年
貢
の

固
定
化
の

効

果
を
も
ち
、

大
名
が

地
頭
領
主
（
在
地
武
士

）
か
ら

棟
別
銭
・

段
銭
・

軍
役
を
完
全
に

徴
発
す
る
た
め
の

も
の

で

あ
る
と
さ

れ

て

い

る
。

戦
国
大
名
の

う
ち
西
国
で

は
毛
利
氏
、

東
北
で

は
伊
達
氏
な
ど
も
貫
高
制
を
採
用
し

た
が
、

小
田
原
北
条
氏
は
、

そ
の

先
駆
的

な
も
の

と
し
て

有
名
で

あ
る
。

さ
ら
に
、

以
前
は
鎌
倉
を
目
ざ
し
た

道
路
は
、

小
田
原
中
心
に

整
備
さ
れ
、

北
条
氏
の

発
行
す
る

手
形
で

伝
馬
を
利
用
す
る
こ

と

の

で

き
る

制
度
も
と
と
の

え
ら
れ
、

交
通
の

要
衝
に

は
宿
や
市
（
多
く
は
月
六
回
開
か
れ
る
の

で

六
斎
市
と
い

う

）
が
ひ

ら
か
れ
た
。

鎌

倉
に

代
わ
っ

て

小
田
原
が

関
東
の

中
心
と
な
り
、

盛
ん
な
と

き
に

は
外
国
船
も
到
着
し
、

小
田
原
で

有
名
な
丸
薬
透
頂
香
（
通
称
う

い

ろ
う

）
の

元
祖
外
郎
定
春
も
、

永
正
元
年
（
一

五
〇
四

）
宗
瑞
の

招
き
に

応
じ
て

小
田
原
に

定
住
し
た
も
の

で

あ
る
。
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天
文
二

十
年
（
一

五
五
一

）
氏
康
は
、

山
内
上
杉
憲
政
を
上
野
国
平
井
城
に

攻
め

て

厩
橋
城
に

追
い

出
し
、

さ
ら
に

領
国
越
後
国

（
新
潟
県

）
守
護
代
長
尾
景
虎
（
の

ち
の

上
杉
輝
虎
、

謙
信

）
の

許
に

走
ら
せ
た
。

氏
康
は
、

こ

う
し
て

上
野
国
を
そ
の

領
域
に

加
え

た
。

天
文
二

十
三
年
（
一

五
五
四

）
に

は
、

古
河
公
方
晴
氏
が
、

氏
綱
の

女
の

生
ん

だ
義
氏
を
斥
け
、

家
臣
の

女
の

生
ん
だ
子
藤
氏
と

共

謀
し
て

氏
康
に

背
い

た
。

氏
康
は
、

古
河
城
を
攻
め
、

晴

氏
・

藤
氏
を
追
放
し

義
氏
を
古
河
公
方
と
し
た
が
、

天
正

十
一

年
（
一

五
八
三

）
嗣
な
く
し
て

死
去
し

た
。

成
氏
・

政
氏
・

高
基
・

晴
氏
・

義
氏
の

五
代
お

よ
そ
百
三
十
年
つ

づ
い

た

古
河
公
方
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。

小

田

原
衆

所

領
役
帳

永
禄
二

年
（
一

五
五
九
）
氏
綱
は
、

家

臣
に

「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
を
作
成

さ
せ
た
。

こ

の

役
帳
は
、

貫
高
制
に

よ
っ

て

家
臣
ら
の

知

行
役
を
記
載
し

た
も
の

で

あ
る
が
、

軍
役
は
記
載
さ
れ
て

い

な
い
。

軍
役
帳
が

別
に
つ

く
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
と
い

わ

れ
る
が
、

今
日
伝
わ
っ

て

い

な
い
。

小田原北条氏の主要支城と勢力圏の推移
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氏
康
は
、

こ

の

年
ま
で

の

検
地
を
も
と
に
、

家
臣
の

知
行
高
（
貫
高
）
を
定
め
て
、

本
城
（
小
田
原
城
）
か

支
城
に

配
備
し
、

本
城

に

属
す
る

家
臣
を
小
田
原
衆
、

支
城
に

属
す
る

家
臣
を
玉
縄
衆
（
玉
縄
城
）
・

津
久
井
衆
（
津
久
井
城
）
・

小
机
衆
（
小
机
城
）・
江
戸
衆

（
江
戸
城
）
・

松
山
衆
（
松
山
城
）
・

伊
豆
衆
（
韮
山
城
）
と
い

い
、

各
城
主
に

は
、

宗
瑞
以
来
の

重
臣
で

豆
相
生
ま
れ
の

家
臣
か
、

あ
る

い

は
一

門
の

者
を
充
て

た
。

北
条
氏
の

当
主
は
、

領
国
支
配
を
評
定
す
る
小
田
原
評
定
を
裁
定
し
、

常
時
、

虎
印
判
を

持
ち

歩
い

て
、

北
条
氏
最
高
の

権
威
を
も
つ

虎
朱
印
状
を
発
行
し
た
。

こ

の

当
主
を
守
備
す
る
の

が
、

御
馬
廻
衆
で

あ
る
。

玉
縄
城
主
は
、

玉

縄
衆
を
指
揮
す
る

外
に
、

領
内
を
歩
き
ま
わ
る

唱
門
師
・

舞
々

師
な
ど
の

遊
芸
人
や
、

石
切
り
・

鍛
治
・

大
工

な
ど
の

職
人
を
支
配

し
た
。

小
田
原
城
下
の

須
藤
惣
右
衛
門
は
、

唐
紙
・

鍛
治
・

大
工
・

大
鋸
引
・

革
作
り
・

表
具
師
・

青
貝
細
工
の

螺
鈿
師
・

銀
細
工

師
・

縫
物
師
・

紙
漉
・

刀
柄
細
工

師
な
ど
の

職
人
を
傘
下
に

し
て

職
人
衆
を
組
織
し
た
。

秦
野
城
主
は
、

足
軽
衆
や
、

在
来
の

武
士

を
家
臣
と
し
て

組
織
し
た
他
国
衆
を
配
下
に

お

き
、

北
条
氏
一

族
は
一

門
衆
と

称
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の

衆
の

武
士
は
、

貫
高
に

応
じ

て

軍
役
・

知
行
役
が

割
り
充
て

ら
れ
る
。

こ

の

知
行
役
の

台
帳
と
し
て

作
ら
れ
た
の

が
「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
」
で

あ
る
。

ほ
ゞ

衆

別
に

家
臣
名
と
そ
の

知
行
所
の

郷
村
名
・

貫
高
が
列
記
し
て

あ
っ

て
、

そ
の

総
数
は
、

知
行
主
百
六
十
人
、

八
百
二

十
五
か

村
、

総

貫
高
七
万
二

千
貫
文
で

あ
る
。

こ

の

役
帳
は
、

北
条
氏
領
国
全
域
で

は
な
く
、

八
王
子
城
・

鉢
形
城
・

岩
槻
城
な
ど
の

分
を
欠
い

て

い

る
が
、

小
田
原
北
条
氏
領
国
内
の

郷
村
、

居
住
の

武
士
を
示
す
貴
重
な
史
料
で

あ
る
。

と
く
に

職
人
衆
を
組
織
し
た
こ

と
は
、

彼

ら
の

賦
課
の

確
保
を
目
的
と

す
る
反
面
、

保
護
に

も
意
を
払
う
も
の

と

注
目
さ
れ
る
。

こ

の

帳
で

は
、

三
浦
郡
を
除
い

た
相
模
川
以
東
の

鎌
倉
・

高
座
二

郡
を
東
郡
、

川
以
西
の

大
住
・

愛
甲
二

郡
を
中
郡
、

余
綾
・

足
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上
・

足
下
の

三
郡
を
西
郡
と

し
、

愛
甲
郡
の

北
西
部
を
割
い

て

津
久
井
郡
と
し
て

い

る
。

こ

の

う
ち
中
郡
と

西
郡
が
、

小
田
原
北
条

氏
の

直
轄
領
で

あ
っ

た
。

離
合
常
な
き

相
甲

越

駿

役
帳
が
で

き
て

間
も
な
く
氏
綱
は

隠
退
し
て
、

氏
康
が

小
田
原
城
主
と
な
っ

た
。

越
後
に

逃
れ
た

関
東
管
領
山
内

上
杉
憲
政
は
、

守
護
代
長
尾
景
虎
に

関
東
出
兵
を
希
望
し
、

常
陸
の

佐
竹
義
昭
、

安
房
の

里
見
義
尭
も
、

景
虎
の

関
東
出
兵
を
要
請
し
た
。

景
虎
は
、

永
禄
三
年
（
一

五
六
〇

）
憲
政
を
奉
じ
て

上
野
国
に

出
兵
し
、

北
条
氏
の

部
将
の

守
る

沼
田
城

（
群
馬
県
沼
田
市
）を
攻
略
し
、

進
ん
で

松
山
城
（
埼
玉
県
松
山
市
）を
守
る

氏
康
を
せ

め
、

籠
城
す
る

北
条
軍
の

す
き
を
ぬ
っ

て
、

翌
年

三
月
小
田
原
城
下
に

侵
入
放
火
し
た
が
、

小
田
原
の

北
条
軍
は
籠
城
し
て

敵
の

消
耗
を
待
っ

た
の

で
、

遂
に

越
後
勢
は
撤
退
し
た
。

こ

の

間
に

長
尾
景
虎
は
、

鎌
倉
鶴
岡
八
幡
宮
神
前
で
、

上
杉
憲
政
か

ら
ゆ
ず
ら
れ
た

関
東
管
領
拝
賀
の

式
を
行
い
、

上
杉
姓
を
名
乗

り
、

さ
き
に

古
河
を
追
わ
れ
た

足
利
藤
氏
を
古
河
公
方
と
し
て
、

越
後
に

引
き
上
げ
た
。

こ

の

こ

ろ
、

東
国
は
飢
饉
に

お

そ

わ

れ

て
、

百
姓
は

侵
入
軍
と
重
な
る

天
災
で

身
売
り
す
る
も
の

さ
え
あ
っ

た
。

氏
康
は
、

徳
政
令
を
発
し
て

救
済
に

当
た
っ

た
。

上
杉
景
虎
は
、

政
虎
、

輝
虎
と

改
名
を
重
ね
な
が
ら
、

上
野
国
に

侵
入
す
る
こ

と

十
四
回
に

も
及
ん

だ
が
、

北
条
氏
康
は
、

こ

れ

ま
で

同
盟
関
係
に

あ
っ

た

甲
斐
の

武
田
と
の

間
に
、

駿
河
の

今
川
氏
を
め

ぐ
っ

て

戦
う
こ

と
な
り
、

上
杉
氏
と

和
睦
を
結
ん
だ
。

和

睦
成
立
し
た
二

か

月
後
の

永
禄
十
三
年
（
一

五
七
〇

）
年
九
月
、

武
田
晴
信
は
、

碓
氷
峠
を
越
え
て

侵
入
し
、

十
月
に

は
小
田
原
城
に

猛
攻
を
加
え
た
。

北
条
氏
は
、

こ

の

た
び
も
籠
城
戦
術
を
と
っ

て

数
日
で

武
田
勢
を
撤
退
さ
せ

た
。

滝
山
城
（
東
京
都
）主
北
条
氏
照

ら
が

之
を
追
撃
し
、

愛
甲
郡
三
増
峠
（
愛
川
町

）
で

戦
っ

た
が
、

峠
の

上
に

陣
ど
る

武
田
勢
に

反
撃
さ
れ
敗
北
し

た
。

氏
康
が

病
死
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し
、

氏
政
が
当
主
に

な
っ

て

も
、

甲
・

相
は
和
睦
と

対
戦
と

を

く

り

返

し
、

越
後
の

上
杉
も
上
野
国
へ

の

侵
入
を
重
ね
る

中
に
、

天
正
八
年
（
一

五
八
〇

）、
氏
政
の

譲
を
う
け
て
、

子
氏
直
が

小
田
原
城
主
と
な
っ

た
。

小
田
原
北
条

氏
亡

び

る

こ

の

こ

ろ
に

な
る
と

西
で

は

織
田
信
長
が

駿
河
の

今
川

義
元
を
亡
ぼ
し
、

天
正
十
年
（
一

五
八
二

）
に

は

甲
斐

の

武
田
氏
を
亡
ぼ
し
、

東
へ

の

圧
力
を
急
速
に

強
め

た
。

武
田
攻
め
の

功

労
賞
と

し
て
、

信
長
の

家
臣
滝
川
一

益
に

上
野
国
が

与
え
ら
れ
、

上
野
国

厩
城
に

入
っ

た
。

上
野
国
を
領
域
と

す
る

小
田
原
北
条
氏
に

と
っ

て

は
、

無
視
で

き
な
い

状
勢
と

な
っ

た
が
、

こ

の

年
六
月
、

本
能
寺
の

変
で

信
長

が

殺
さ
れ
る
と
、

氏
直
は

厩
城
の
一

益
を
攻
め
て
、

そ
の

本
領
伊
勢
国
長

島
に

追
い

払
っ

た
。

氏
直
は
、

甲
斐
・

駿
河
へ

の

進
出
を
企
て
、

信
長
か

ら

駿
河
国
を
与
え
ら
れ
た
徳
川
家
康
と

対
決
す
る
こ

と
に

な
っ

た
が
、

和

議
が

成
立
し
て

戦
は
回
避
さ
れ
た
。

信
長
の

死
後
、

天
下
統
一

の

業
を
ひ

き
つ

い

だ
豊
臣
秀
吉
は
、

天
正
十

五
年
（
一

五
八
七

）
九
州
の

島
津
氏
を
降
し
、

十
二

月
関
東
・

奥
州
の

諸

三増合戦場跡　愛川町
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大
名
に

向
か
っ

て

天
下
「
惣
無
事
」
令
を
発
し
、

そ
の

実
行
を
徳
川
家
康
に

命
じ
た
。

「
惣
無
事

」
令
と
は
、

天
下
一

同
何
事
に

よ

ら
ず
、

武
力
を
も
っ

て

争
う
こ

と
な
く
無
事
に

は
か
ら
う
べ

し
と
い

う
命
令
で

あ
る
。

こ

れ
に

先
立
っ

て

北
条
氏
は
、

相
模
・

南
武

蔵
・

伊
豆
の

村
々

に

総
動
員
令
を
発
し
た
。

い

わ
く
、

一

　
当
郷
に

於
て
、

侍
凡
下
を
撰
ば
ず
、

自
然
御
国
御
用
の

砌
、

召
し
つ

か
わ
る
べ

き
者
を
撰
び
出
し
、

そ
の

名
を

記
す
べ

き

事
。

一

　
こ

の

道
具
、

弓
・

鑓
・

鉄
砲
三
様
の

内
、

何
成
共
存
分
次
第
。

但
し
、

鑓
は

竹
柄
に

て

も
、

木
柄
に

て

も
二

間
よ
り
短
き
は

無
用
に

候
。

然
ら
ば
、

権
門
の

被
官
と

号
し
、

陣
役
を
致
さ
ざ
る

者
、

或
い

は
商
人
、

或
は

細
工

人
の

類
、

十
五
〜
七
十
を
限

っ

て

記
す
べ

き
こ

と
。

一

　

腰
さ
し

類
の

ひ

ら
〳

、〵

武
者
め
く
や
う
に
、

支
度
を
致
す
べ

き
事
。

一

　
よ
き
者
を
撰
び
残
し
、

夫
同
然
の

者
申
し

付
け
候
は
ば
、

当
郷
の

小
代
官
、

何
時
も
聞
き
出
し
次
第
、

頸
を
切
る
べ

き
事
。

一

　
こ

の

走
廻
を
心
が
け
相
た
し
な
む
者
は
、

侍
に

て

も
凡
下
に

て

も
、

望
に

し
た
が
ひ
、

御
恩
賞
有
る
べ

き
事
。

の

五
か

条
を
触
れ
回
し
た
。

同
じ
内
容
の

触
れ
が
、

す
で

に

引
退
し
た
氏
政
に

よ
っ

て

も
出
さ
れ
た
。

こ

れ
と

並
ん
で
、

支
城
の

増

設
や
修
理
、

武
器
の

製
造
、

兵
糧
の

確
保
、

兵
員
の

大
増
強
が

行
わ
れ
た
。

豊
臣
秀
吉
と

同
盟
を
結
ん
だ
徳
川
家
康
は
、

氏
政
父
子

に
、

上
洛
し
て

秀
吉
に

謁
見
す
べ

き
こ

と
を
す
す
め
、

も
し

自
分
の

忠
言
を
き
か
な
け
れ
ば
、

氏
直
に

嫁
い

で

い

る
娘
督
姫
を
返
せ

と

迫
っ

た
。

こ

れ
に

対
し

氏
直
は
、

韮
山
城
主
の

弟
氏
規
を
上
洛
さ
せ
、

あ
わ
せ
て
、

家
康
と

和
議
の

条
件
の
一

つ

で

北
条
氏
に

引
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き
渡
す
こ

と
と
な
っ

て

い

て

真
田
氏
の

反
対
で

実
現
し
て

い

な
い

沼
田
城
の

件
の

処
置
を
請
う
た
。

秀
吉
も
了
解
し
、

沼
田
城
の

三

万
石
を
三
分
し
、

三
分
の

二

を
北
条
氏
に
、

三
分
の
一

の

名
胡
桃
城
は
真
田
氏
の

墳
墓
の

地
で

あ
る
か
ら
真
田
領
と

裁
定
し
た
。

こ

の

地
は
利
根
川
を
隔
て

て
、

沼
田
城
の

対
岸
に

あ
る
。

北
条
氏
は
こ

の

裁
定
に

従
っ

て

沼
田
城
を
う
け
と
り
、

鉢
形
城
主
北
条
氏
邦

に

預
け
、

氏
邦
の

部
将
が

守
備
し
た
。

天
正
十
七
年
（
一

五
八
九
）
十
月
、

沼
田
城
守
備
の

部
将
は
、

利
根
川
を
越
え
て

名
胡
桃
城
を
攻
略
し
た
。

秀
吉
は
、

裁
定
を
破
っ

た
と
し
て
、

氏
直
の

弁
解
を
斥
け
て
、

北
条
氏
討
伐
を
、

徳
川
家
康
を
通
じ
て

通
告
し
た
。

小
田
原
城
で

は
、

氏
政
父
子
は
じ
め

宿

老
集
ま
っ

て

評
定
を
重
ね
た
が
、

結
局
、

籠
城
し
て

秀
吉
軍
を
迎
え
戦
う
こ

と
に

決
定
し
た
。

さ
き
の

上
杉
・

武
田
両
度
の

侵
入
を

籠
城
に

よ
っ

て

撤
退
さ
せ

た
先
例
を
過
信
し
た
の

で

あ
る
。

秀
吉
は
天
正
十
八
年
三
月
一

日
、

三
万
二

千
の

兵
を
率
い

て

京
都
を
出

発
し
、

徳
川
家
康
ら

先
鋒
十
四
万
と

合
流
し
、

四
月
三
日
に

小
田
原
に

到
着
、

城
を
見
下
ろ
す
石
垣
山
に

城
を
築
い

て
、

持
久
戦
を

構
え
た
。

一

方
領
国
内
に

は
り
め

ぐ
ら
し
た
北
条
氏
の

支
城
も
、

戦
わ
ず
し
て

開
城
す
る
も
の

相
つ

い

だ
。

数
十
万
の

大
軍
に

持
久

戦
を
構
え
て

包
囲
さ
れ
て

は
、

な
す
術
も
な
く
、

七
月
五
日
、

氏
直
は
城
を
出
て

投
降
、

翌
日
に

は
城
を
開
け
渡
し
た
。

秀
吉
は
、

主
戦
論
者
の

氏
政
・

氏
照
、

鎌
倉
代
官
大
道
寺
政
繁
、

松
田
城
主
松
田
憲
秀
の

四
人
に

切
腹
、

氏
直
・

氏
規
ら
三
百
余
人
に

紀
伊
高

野
山
に

退
去
を
命
じ
た
。

遺
臣
の

多
く
は
、

己
の

居
村
に

帰
農
し
た
。

早
雲
以
来
五
代
百
年
の

間
、

小
田
原
城
に

あ
っ

て

関
東
に

覇

を
唱
え
た
小
田
原
北
条
氏
の

終
末
で

あ
る
。

相
模
国
は
、

以
後
再
び
東
国
の

中
心
と
な
る
こ

と
は
な
か
っ

た
。
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世
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一

　

幕
藩
体
制
下
の

相
武

㈠
　
江
戸
に
幕
府
が
ひ
ら
か
れ
る

戦
乱
治
ま
る

小
田
原
城
の

落
城
は
、

同
時
に

百
余
年
に

わ
た
る

戦
国
の

終
わ
り
で

あ
っ

た
。

相
武
の

戦
国
の

世
は
、

古
河
公
方

と
両
上
杉
の

対
立
か
ら
始
ま
っ

て

い

る
の

で
、

二

百
年
に

近
い
。

そ
の

結
末
に

の

こ

っ

た
も
の

は
、

農
村
の

荒
廃

で

あ
る
。

小
田
原
城
を
包
囲
し
た
豊
臣
秀
吉
は
、

落
城
以
前
か
ら
相
武
豆
三
国
に

わ
た
る

村
や
寺
社
（
百
例
近
い

）
に

三
か

条
の

禁
制

を
出
し
て
、

農
民
の

安
定
を
は
か
っ

た
。

そ
の

第
一

条
は
、

戦
火
を
の

が
れ
て

耕
地
や
住
家
を
放
棄
し
て

か
く
れ
て
い

た
庶
民
の

帰

村
を
命
じ
、

第
二

条
で

軍
隊
の

放
火
乱
暴
を
禁
止
し
、

第
三
条
で
、

百
姓
や
寺
社
と
、

寺
社
の

門
前
百
姓
に

対
す
る
不
法
行
為
の

禁

止
を
命
じ
た
。

漁
村
に

は
第
三
条
で
、

漁
船
に

対
す
る
不
法
な
賦
課
の

禁
止
と
、

漁
民
の

出
船
を
促
し
、

漁
業
税
を
上
納
す
る
こ

と

も
命
じ
て

い

る
。

農
村
の

荒
廃
の

実
況
は
、

小
田
原
落
城
の

翌
年
の

天
正
十
九
年
（
一

五
九
一

）、
小
田
原
城
主
大
久
保
忠
隣
の

検
地

に

よ
れ
ば
、

現
在
足
柄
上
郡
大
井
町
地
域
の

金
子
村
で

は
、

全
耕
地
の

六
六
㌫
、

篠
窪
村
で

は
四
八
㌫
が

荒
廃
と
な
っ

て
い

る
。

ま

た
、

屋
敷
は

篠
窪
村
十
五
戸
の

う
ち
七
戸
、

金
手
村
四
十
六
戸
の

う
ち
十
八
戸
が

明
屋
敷
と

な
っ

て

い

た
。

大
友
村
（
小
田
原
市
）
で

は
、

耕
地
全
三
百
五
十
二

筆
の

う
ち
二

百
七
筆
が

荒
れ
地
・

不
作
地
と
な
っ

て

い

た
。

こ

の

状
況
は
、

相
模
の

他
の

地
方
で

も
ほ
ぼ
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